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酵母は、glucose などの単糖は、hexose transporter によって、maltose などのオリゴ糖は、

alpha-glucoside transporter(AGTR)によって取り込む。AGTR遺伝子の発現は glucoseによって

抑制され、maltose によって誘導される。また、AGTR は glucose 存在下では速やかに分解され

ることが知られている。すなわち、酵母は複数の糖がある場合、glucoseなどの単糖から資化する

ようなシステムを持っている。我々はこれまでに、複数存在する AGTRの中でも、Mal21pが特

別に、glucose存在下でも分解されにくいことを見出している。また、そのMal21pの情報から、

もう１つの分解されにくい変異型 transporter、Agt1-55Pp を取得している。これらの分解され

にくい AGTRを酵母で高発現した時、glucoseやmaltoseを単一の C源とする場合には、通常に

生育するのに対し、混合糖では、非常に長い lag timeが生じた。この lag timeは不活性型Mal21p

を発現させた株では観察されないため、maltose の取り込み自体が増殖阻害を引き起こすものと

考えられる。我々は、この現象について、メタボローム、トランスクリプトームを含めた解析を

行ったので報告する。 
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